
　　【２３区の実施状況】

補助額 年齢要件 所得要件

港
 13,7000
  （上限）

60歳以上
なし

※住民税課税の方は半額

中央 35,000 所得制限あり

渋谷 35,000 住民税非課税（本人）

葛飾 35,000 住民税非課税（世帯）

江東 30,000 所得制限あり

文京 25,000 住民税非課税（本人）

練馬 25,000 住民税非課税（世帯）

足立 25,000 住民税非課税（世帯）

荒川 25,000 住民税非課税（本人）

豊島 20,000 住民税非課税（本人）

板橋 20,000 住民税非課税（世帯）

墨田 20,000 住民税非課税（本人）

江戸川 20,000 住民税非課税（本人）

大田 20,000 70歳以上 住民税非課税（世帯）

・千代田は高齢者に限らない助成あり

65歳以上

・新宿・江東は現物支給
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定例法律相談

１０月３日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

町
屋
４
丁
目
尾
久
の
原
防
災
通

り
、
大
門
小
学
校
そ
ば
の
「
ぬ
り

え
」
美
術
館
が
10
月
30
日
で
閉
館

に
な
る
そ
う
で
す
。
美
術
館
に
は

昔
の
遊
び
道
具
な
ど
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぬ
り
絵
を
実
際
に
楽

し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

閉
館
に
あ
た
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
荒
川
区
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
受
入
れ
準
備
と
公
開
方

法
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
言
い

ま
す
。
引
き
続
き
多
く
の
み
な
さ

ん
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
に
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

横
山
幸
次

裏面 喜朗の日を迎えて荒川区の高齢者の実態…など

前
号
に
続
き
、
９
月
会
議
本
会
議
で
の
日
本
共
産
党
区
議
団
の

一
般
質
問
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
耳
の

聞
こ
え
が
悪
く
な
る
「
加
齢
性

難
聴
」
の
支
援
と
し
て
、
現
在

23
区
中
16
区
で
補
聴
器
の
購
入

費
用
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
は
65
歳
以
上
と
す

る
区
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
年

齢
を
問
わ
な
い
区
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
支
給
方
法
は
、
補
助
金
額

に
２
〜
５
万
円
の
上
限
を
設
け

る
ほ
か
、
現
物
支
給
の
区
も
あ

り
ま
す
。
（
左
表
）

荒
川
区
で
も
今
年
６
月

か
ら
開
始
、
50
件
の
利
用

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

８
月
末
時
点
で
申
請
書
の

受
け
取
り
が
46
件
・
支
給

決
定
は
11
件
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
補
聴
器
は
標
準
的

な
も
の
で
も
約
40
万
円
と
高
額

で
、
現
在
の
補
助
額
で
は
な
か

な
か
踏
み
切
れ
な
い
方
も
多
く
、

対
象
や
助
成
額
の
拡
大
を
求
め

ま
し
た
。

【
答
弁
】
助
成
額
は
標
準
金

額
で
あ
る
。
非
課
税
以
外
に

も
対
象
を
広
げ
る
。年

金
削
減
・
後
期
高
齢
者
医
療
２
倍
化
な
ど
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
働
か
な
け
れ
ば
暮
ら
せ
な
い
老

後
。
区
と
し
て
の
支
援
が
必
要
で
す
。

ふ
ろ
わ
り
２
０
０
の
利
用
率
は
、
40
％
で
す
が
、

一
度
申
込
む
と
毎
年
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
入

院
な
ど
利
用
し
て
い
な
い
方
も
含
め
て
の
利
用
率

で
す
。
元
気
な
高
齢
者
へ

の
支
援
と
し
て
、
少
な
く

と
も
週
２
回
に
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
予
算
５
千

万
〜
６
千
万
円
増
で
き
ま

す
。【

答
弁
】
他
区
と
比
較
し
て
利
用
可
能

回
数
は
多
い
。
全
体
の
利
用
率
は
40
％

程
度
。
年
間
52
回
を
維
持
す
る
。

明
石
市
は
３
ヶ
月
か
ら
１
才
ま
で
毎

月
３
千
円
相
当
の
赤
ち
ゃ
ん
用
品
を
子

育
て
経
験
の
あ
る
支
援
員
が
家
庭
に
届

け
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
は
20
年
前
か
ら
算
数
セ
ッ

ト
を
公
費
購
入
し
授
業
の
時
に
貸
し
出

す
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

足
立
区
は
正
規
修
業
年
数
で
卒
業
・

２
年
分
以
上
住
民
税
納
税
で
奨
学
金
借

入
額
の
半
額
（
上
限
１
０
０
万
円
）
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

０
才
か
ら
大
学
生
ま
で
支
援
し
、
子

育
て
し
や
す
い
荒
川
区
を
つ
く
る
た
め

の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

▽
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ
ん
用
品
の
「
０

才
児
定
期
便
」
を
荒
川
区
で
も
実
施
す

る
こ
と

▽
算
数
セ
ッ
ト
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な

ど
学
校
で
購
入
・
保
管
し
て
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
を
お
こ
な
う
こ
と

▽
奨
学
金
借
入
金
の
返
済
助
成
の
創
設

を
実
施
す
る
こ
と

引
き
続
き
実
現
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

【
答
弁
】
切
れ
目
の
な
い
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
子
育

て
世
代
の
安
心
の
た
め
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
創
設
に
務
め
る
。

【
答
弁
】
公
費
と
保
護
者
負
担
す
べ

き
教
材
教
具
は
適
切
に
判
断
し
、
保

護
者
負
担
軽
減
を
図
る
。

【
答
弁
】
保
育
士
入
学
金
返
済
免

除
や
高
校
入
学
準
備
金
貸
付
返
済
支

援
を
導
入
し
て
い
る
。



人数 比率 人数 比率

一人暮らし高齢者 15,281 30.3% 12,576 25.7%
高齢者のみ世帯人員 16,167 151,137
高齢者だけの世帯
　　　人員合計

31,448 62.4% 27,713 56.6%

高齢者人口 50,411 48,930

2020年 2015年
荒川区の高齢者　（国勢調査） ９

月
19
日
は
、
敬
老
の
日
で

し
た
。
お
元
気
で
、
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
人
間
ら
し
く
長
生

き
で
き
る
社
会
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

荒
川
区
の
高
齢
者
福
祉
都
市

宣
言
や
老
人
福
祉
法
の
理
念
の

具
体
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
も
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
増
加
や
社
会
的
孤
立
が

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
を

見
る
と
、
荒
川
区
内
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
は
、
１
５
，
２
８

１
人
で
高
齢
者
の
３
割
に
達
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の

６
割
が
一
人
暮
ら
し
な
い
し
高

齢
者
だ
け
の
世
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。
５
年
ご
と
に
ほ
ぼ
５
％

ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
こ
の
間
増

え
て
い
る
の
が
孤
独
死
で
す
。

明
治
学
院
大
の
河
合
克
義
名

誉
教
授
の
資
料
に
よ
る
と
23
区

に
お
け
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

が
自
宅
で
死
亡
し
た
ケ
ー
ス
は
、

２
０
０
２
年
の
１
３
６
４
人
か

ら
２
０
１
８
年
に
は
３
８
８
２

人
、
３
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
背
景
に
は
、
高
齢
者
の

貧
困
問
題
や
社
会
的
孤
立
な
ど

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
は
、
高
齢
者
の
一
部
し
か

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

区
の
高
齢
者
み
ま
も
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
数
も
５
０
０
０
人
程
度

か
ら
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

区
の
独
自
の
高
齢
者
福
祉
事

業
の
拡
大
が
必
要
で
す
。
高
齢

に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と
元
気

に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が
大

事
で
す
。

そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
居
場

所
を
各
地
域
内
に
作
り
こ
と
や
、

自
由
に
移
動
で
き
る
交
通
手
段

の
確
保
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
町
屋
さ

く
ら
の
復
活
も
ぜ

ひ
実
現
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

政
府
の
物
価
高
対
策
は
、
本
当

に
無
策
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査
に

よ
る
と
中
小
企
業
の
73
・
２
％
が

「
効
果
実
感
な
し
」
と
調
査
会
社

に
回
答
し
て
い
ま
す
。

自
公
政
権
は
、
「
中
小
企
業
の

半
減
」
を
主
張
す
る
人
物
を
政
府

の
成
長
戦
略
会
議
に
入
れ
て
き
ま

し
た
。

物
価
高
騰
を
機
に
中
小
企
業
淘

汰
を
進
め
る
狙
い
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
の
で
す
が
。

日
本
経
済
の
主
役
は
、
企
業
数

で
も
雇
用
の
面
で
も
圧
倒
的
に
中

小
企
業
で
す
。
こ
こ
を
元
気
に
し

て
こ
そ
日
本
経
済
の
立
て
直
し
も

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

荒川区は、新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエ

ンザの同時流行を想定し、高齢者の重症化による医療負荷を

軽減する観点から、高齢者インフルエンザ定期予防接種の自

己負担分について、2020年度と同じように、今年度も区が補

助し、無償にすると発表しました。

①接種対象者

▽2022年12月31日現在、65歳以上の方

65歳の誕生日の前日から助成が受けられます

▽2022年12月31日現在、60歳以上65歳未満で基礎疾患(※)の

ある方は、60歳の誕生日の前日から助成が受けられます

※心臓、腎臓、呼吸器の機能障害、またはヒト免当不全ウイ

ルスによる免疫機能の障害があリ、身体害者手帳1級または

同程度の障害がある方

②実施期間

2022年10月1日～2023年1月31日(予定）

③接種費用

無料(自己負担分2,500円免除、23区内の協医療機関に限る)

④今後の予定

2022年9月22日対象者に接種券を発送

荒川区高齢者福祉都市宣言

一 高齢者を敬い、すべての人びとが社会の一員

として重んじられ、人として尊重されるまちをつ

くります

一 自立した生活のいとなみをとおして、生涯に

わたり健康で幸せに暮らせるまちをつくります

一 住み慣れた地域のなかに、ふれあいと支えあ

いの輪をひろげ、安心して暮らせるまちをつくり

ます

……

老人福祉法の基本理念

第二条

老人は、多年にわたり社会の進展に寄与してき

た者として、かつ、豊富な知識と経験を有する者

として敬愛されるとともに、生きがいを持てる健

全で安らかな生活を保障されるものとする。


